




ES

ES ASQ

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES ASQ

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES
ES

ES

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES ASQ

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES

ES

※

→
※

1

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES ASQ

Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.



ES

ES

•

• PDCA
• ES UP

•

•

業績向上

顧客満足度の向上

競争優位性の実現

社員満足度の向上

やる気の向上
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自社に合う調査手法を選ぶポイント ～リサーチャーとしての意見

安価だからといって、パルスサーベイを実施しようでは×
従業員の意識や満足度などを把握したいという点は同じだとしても、
調査とパルスサーベイは目的が異なる使い方になると考えましょう！！

多くの企業が「離職対策」を課題に挙げています。
とはいえ、社内でそれに対応できるリソースがないまま安価だからといって

ツールを使って調査をするだけでは、課題は解決しません。

目的が従業員のケア・離職対策等で、早期にアラートをキャッチして、
そこに対策を打てるリソースがあるなら、パルスサーベイはとてもよい解決策だと思います

上記以外で従業員の意識や考えを聴取、組織改善をしていきたいのであれば、
調査（組織診断）で現状を把握することが必要です
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アスマークの従業員満足度調査

（アスク）

問題点を明確にし、組織のあるべき姿への打ち手をご提案

オフィス・社員を４つのタイプに分類できる新しい 調査
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アスマークの従業員満足度調査

（アスク）

問題点を明確にし、組織のあるべき姿への打ち手をご提案

オフィス・社員を４つのタイプに分類できる新しい 調査
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➢ 結果が抽象的で改善点が絞れない
➢ 要因／ポイントがわかりづらい
➢ 結局、良いのか悪いのかよく分からない
➢ 結果の見方や活用方法がわからない
➢ 取り組むべき項目の優先順位がわからない
➢ 高額なコンサルティング費用がかかる

一般的な 調査の実態…

• “やっただけ”になってしまう
• 結果を活用できない

＜ 一般的なES調査の課題とお客様の声 ＞

分かりやすく、活用しやすいES調査
『ASQ』をお試しください。



◆ネットモニター（ベンチマーク）を保有し、約 年間リサーチを

主軸としてきたデータ分析のプロフェッショナルであるアスマークが

ご提供するオリジナル調査です。

問題点を明確にし、組織のあるべき姿への打ち手をご提案

オフィス・社員を つのタイプに分類できる新しい 調査「 （アスク）」

◆組織・人材コンサルティング会社と生産性向上・業務効率化の

コンサルティング会社の協力の元、多面的な分析を可能にしました。

組織・リーダー・人材を独自性の分析ロジックよりタイプ別に

分類して診断。満足度と離職意向について多面的に分析する

ことで今まで見えなかった本質をわかりやすく視覚化します。

幅広い業種 人のベンチマークデータを基に同業平均と比較

することで、自社の立ち位置や強み、弱みを把握。

グラフやポートフォリオで改善点を見える化。

❶ 組織・リーダー・社員を
４つのタイプに分析

❷ ベンチマークデータをもとに
改善ポイントを見える化

❸ 人事施策提言までの
アウトプット

データ分析のプロと組織人材コンサルのプロからの施策

提言がデフォルトで付属。

結果を活用しやすいレポートをご提供します。

※施策提言は簡易的なものです。

なら、専門的なレポートを「分かりやすく」「使いやすく」ご提供します。
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社員タイプ診断

ベンチマークデータをもとに、「問題意識」「主体性」をスコア化、社員を つのパターンに分類。
タイプ別の構成比が分かります。

言いなり組

織
組織としては活力にあふ
れているが、個人の満足
度、モチベーションが低
い組織である。
組織としては高い成果を
上げており成長志向も高
く、一見よく見えるが、
個々人が疲弊してしまっ
ており、ストレスや、相互
のコミュニケーションな
ど要注意な組織である。
営業部門に多く見られる。

【社員タイプ】 【アウトプットイメージ】

模範型社員 つぼみ型社員

口だけ型社員 受け身型社員

主体性も高く、現在の組織・職場・仕事
への目的意識も持っているタイプであ
る。自分たちが会社を良くしていこう
という前向きな意識も高く、将来の幹
部候補となりうる層である。

自分の仕事だけでなく周囲を見渡し
動くことのできるタイプで、リーダーと
して登用することでうまく周囲を巻き
込むことが出来る。

同層の割合が ％を超える企業はよ
い人材を抱えていると言える。逆に

％を下回ると人材枯渇企業として
危険な水準と言える。

主体性は高いが、組織・職場・仕事に対
して目的意識を持っていないタイプで
ある。

与えられたタスクについて取り組む実
行力は持ち合わせている。適切なリー
ダーの基で忠実に動くサポーターとし
て期待できるタイプである。

現在の組織・職場・仕事に関して問題
点に気付き口にするが、主体性は低い
タイプである。一見すると意識が高そ
うであるが、自分から改善や行動に取
り組む事は稀な、批評家タイプである。

自分なりの意見をもっているので、そ
れを自分のタスクとして落とし込み取
り組んでもらうことが必要である。

会社や組織に対する反対勢力として
厄介な存在になることもある。

主体性も低く、現在の組織・職場・仕事
への目的意識も持ちあわせていないタ
イプである。会社に対して無関心で、仕
事を報酬を得る場と割り切っている場
合も多い。単純作業・労働の職場に多い。

同タイプの目的意識に関して過度に深
刻に受けとめる必要はないと言える。だ
が、衛生要因に関する不満は受け止めて
改善しておかなければ不満が蓄積され
る。

通常、構成比でいうと最も多いタイプで
あるが、同層の割合が ％を超える企
業は、人材枯渇企業と言える。

という前向きな意識も高く、将来の幹
部候補となりうる層である。

自分の仕事だけでなく周囲を見渡し

※同様に、部署別の構成比もお出しできます。
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ポートフォリオで改善優先度を見える化

仕事や組織の評価を左右する書く要因の満足度 離職意向それぞれに相関する「重要度」を横軸に、
「業界平均（ベンチマークデータ）と比較した評価スコアギャップ」を縦軸に取りポートフォリオを作成。
改善項目への優先度をポジショニングから視覚的に把握することができます。

左上の象限
維持項目満足度は高いが、
あまり総合評価に起因しな
い項目。一先ず、現状を維
持すればよい項目

左下の象限
改善項目総合評価への影響
は少ないが、満足度が低い
項目。重点改善項目の次に
改善を必要とする項目

改善項目への優先度をポジショニングから視覚的に把握することができる

『右上の象限：重点維持項目』
重要度も満足度も高い項目。
現時点での満足度の源泉と考え
られ、引き続き満足度が下がら
ないようにする必要がある項目

『右下の象限：重点改善項目』
重要度が高いのに満足度が低
い項目。
総合満足度を上げるために最優
先で改善しなければならい項目

業
界

平
均

と
の

ス
コ

ア
ギ

ャ
ッ

プ

重要度

企業の方針

組織の方針
企業風土

組織風土

コンプライアンス

部下・同僚との関係
セクハラ・誹謗中

傷

上司の配慮

上司の監督

上司のリーダーシップ

上司のパワハラ

環境・設備

働き方

福利厚生

給与・報酬

研修・教育制度

評価制度

キャリアパス

重要維持

重点改善

現状維持努力

優先度最下層

✓ 業界平均（ベンチマーク）との比較からみる重点改善項目は？
✓ 模範型社員の視点からみる重点改善項目は

では、仕事や組織の評価を左右する各要因の
満足度 離職意向それぞれに相関する「重要度」を横軸に、

全体 模範型社員それぞえれの「業界平均と比較したスコアギャップ」を
縦軸に取り、ポートフォリオを作成している

【重要維持】
重要度も
満足度も高い項目。
→現時点の満足度の源泉。
今後も満足度を維持する
必要がある

【重点改善】
重要度が高いのに、
評価が低い項目。
→総合評価を上げるため
に
最優先で改善が必要。

【優先度最下層】
重要度は低いが、
評価も低い項目。
→重点改善項目の次に
改善が必要。

【現状維持努力】
評価は高いが、
重要度は低い項目。
→ひとまずは現状維持で
問題ない。

満足度ポートフォリオ

＋⇔

－
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仕事貢献実感

ロイヤルティ

能力適性

評価納得

評価制度

キャリアパス

検証改善

柔軟対応力

仕事裁量

上司の配慮

満足度相関ランキング 離職意向相関ランキング

ロイヤルティ

仕事貢献実感

能力適性

キャリアパス

評価制度

評価納得

心理的安全性

上司の配慮

経営信頼感

信頼感

ポートフォリオの中で、特に相関度の高い上位 項目のランキングを表示。
満足度・離職意向に共通して重要度の髙い項目がひと目で分かります。

仕事貢献実感

ロイヤルティ

能力適性

評価納得

評価制度

キャリアパス

ロイヤルティ

仕事貢献実感

能力適性

キャリアパス

評価制度

評価納得
上位 項目は

満足度・離職意向ともに共通
↓

優先して
取り組んでいくべき項目

の特徴❸改善ポイントの見える化 満足度・離職意向と相関性の高い要素ランキング



Copyright © 2024 ASMARQ Co., Ltd. All Rights Reserved.

人事施策提言までのアウトプット

組織・人材コンサルティング会社からの簡易的な施策提言もデフォルトで付属しています。
※より具体的なコンサルティングをご要望の場合は、コンサルティング会社のご紹介も可能です。

調査結果から浮かび上がった御社の課題

従
業
員
意
識
調
査

会社の方針が徹底されており、上司や同僚との人間関係
も良好で、給料や福利厚生への満足度も高い

社員タイプ「模範型」では会社の方針に対する
評価が低めである

良いところ 今後、取組むべき課題

組
織

個
人

ロイヤルティが高く、仕事から受ける達成感、
成長している実感がとても高い

評価に対する納得度が、特に中間管理職層で低い

仕事に必要な研修・育成制度が乏しい

労働時間が長く負担は大きい。
特に 代層で長いようである

問題点

特に中間管理職層においてメリハリをつけた
評価の運用

会社の方針・戦略の浸透及び
策定プロセスの検討

働き方改革の推進
（テレワーク導入等による残業時間低減等）

研修・育成制度の体系構築・充実化

満
足
度
向
上

離
職
率
低
下

大阪支店、福岡支店の満足度が低い。
戦略方針の徹底、上司の管理が不十分である

満足度が ％と業界水準と比較して高く、
離職意向も ％と低い水準にある。

組織タイプとしてはイキイキ組織であり、
社員タイプは模範型が ％と最も多い

総
合

一部部署におけるマネジメント改善
（更なる原因深掘りで対策を）

具体的な施策案

＜方針・戦略の浸透＞
• 方針・戦略を共有する全社員戦略会議、ワークショップ開催
• 部署別の方針・戦略を共有する部門別オフサイトミーティング、

部門合宿の実施
＜策定プロセス＞
• 方針・戦略策定時にボトムアップの意見を盛り込むプロセスを設

定

• 残業時間低減に資する「ノー残業デー」徹底、テレワーク導入、サ
テライトオフィス化等の検討

• 残業の多い管理部門では、業務プロセス見直し、 導入によ
る業務の効率化を同時に推進

• ニーズの高い分野「新人配属前業務研修」「管理職のマネジメン
ト研修」「ストレスセルフケア研修」等については早期に拡充する。

• 仕事の相談相手（メンター制度）の設置
• 職場内・小規模勉強会開催（プレイヤーとしてできるマネー

ジャーに得意分野のスキルをレクチャーする小集団活動を開催）

• より詳細にヒアリング等を実施し、問題構造を探り、ボトルネッ
クに対する適切な打ち手を検討・実施

• 業績面と管理面の評価バランスの再考
• 度多面評価の導入、フィードバック面談の拡充（納得感醸

成）

特に中間管理職層においてメリハリをつけた
評価の運用

会社の方針・戦略の浸透及び
策定プロセスの検討

働き方改革の推進
（テレワーク導入等による残業時間低減等）

研修・育成制度の体系構築・充実化

一部部署におけるマネジメント改善
（更なる原因深掘りで対策を）

課題に対する施策案として以下のような施策が考えられる。
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料金表① 基本費用、無料オプション

従業員数 基本費用

～ 人 円

～ 人 円

～ 人 円

～ 人 円

～ 人 円

（中略） 中略）

～ 人 円

＜基本サービス＞

・ 回答状況確認用 発行

…ご担当者様ご自身で、回答状況を随時ご確認いただけます。

・ 戻るボタン設定

…間違って回答してしまった際も、戻るボタンで前の設問に戻れます。

・ 集納品

…自由回答記述の中から特徴的なものを抜粋した 集が

レポートに付いてきます。

・ ローデータ、集計表、グラフ納品

…ローデータや集計グラフも納品しますので、

独自に分析いただくことも可能です。

＜無料オプション＞

・ 設定

…共通 パスワードを発行し、回答者を制限できます。

・ ユニーク 作成

…回答者ごとや部署ごとに個別の を発行することができます。

※以降、 人追加ごとに 円追加



課題
・従業員満足度を把握し、向上させていく必要性を感じていた
・従業員満足度は客観的な尺度で測りたい

運用
・管理職を含む全社員を対象に実施
・調査結果は全社員に公開、共有

効果
・想像とは異なる新鮮な驚きや気づきが得られた
・調査結果を踏まえたアドバイスが従業員満足度向上の施策検討に役立った

導入事例

＜会社情報＞

会社名：豊通マテックス株式会社

従業員規模： 名程度
（ 年 月 日時点）

事業内容：産業資材専門商社

全文はこちら →（ ）
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代表取締役社長 佐伯様

https://humap.asmarq.co.jp/case/toyotsu-matex/


課題
・働きやすい環境づくりと社員のモチベーションアップを図りたい
・会社の強みや課題を把握し、制度改革の参考にしたい

運用
・調査対象はグループ会社を含む全従業員
・年 回の定期的な実施で経年比較も行う（過去 回実施済み）

効果
・調査結果がわかりやすく、施策検討の良い判断材料となっている
・ 面談など調査結果を踏まえた施策に対する社内の協力的な姿勢

導入事例

＜会社情報＞

会社名：太陽油化株式会社

従業員規模： 名程度

事業内容：廃油リサイクル、廃棄物処理、危険物施設メンテナンス

全文はこちら →（ ）
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経営企画室 人事・労務 ご担当者様

https://humap.asmarq.co.jp/case/taiyo-yuka/


【お問い合わせ先】

株式会社アスマーク 事業グループ

：
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